















5 0 6 6 
ロ方
学位授与の日付 昭和 55 年 9 月 12 日
















































ピッチ分布，スキュー( skew) など高次要素まで含め 併流分布に適合したプロペラを設計すること
に成功している。
又，この設計法はすでに多数の実船のプロペラに応用され，いずれも予想どおりの成績を得ている
ことも確認されている。
以上のように，本論文は，船尾流場に適合するプロペラの設計法に新しい道を拓いたもので.造船
技術上，貢献するところ極めて大きい。よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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